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令和 4 年度 第 3 回 特別天然記念物野幌原始林調査委員会【議事概要】 

  日 時：令和 5 年 2 月 3 日（金）13：00 ～ 15：00 
  場 所：広葉交流センター2 階 研修室 および web 同時開催 
  出席者：委員長 露崎史朗 学識経験者(北海道大学大学院地球環境 教授) 

  委 員 矢部和夫 学識経験者(札幌市立大学 専門研究員) Web 
  委 員 首藤 光太郞 学識経験者(北海道大学総合博物館 助教) 
  委 員 森下 徹 文化財保護審議委員（北海道自然保護監視員） 

   オブザーバー 田中厚志 文化庁文化財第二課天然記念物部門 Web 
山本正司 北海道森林管理局石狩森林管理署 
内田和典 北海道教育庁文化財保護係 
中垣和彦 北広島市ボールパーク施設課 

   事務局 北広島市教育委員会 
吉田智樹 エコミュージアムセンター長 
丸毛直樹 参事 
青木 潤 主査 
畠  誠 主査（学芸員） 
伊木千絵美 主任 

  株式会社さっぽろ自然調査館 
渡辺修、丹羽真一 

  国立研究法人森林研究・整備機構森林総合研究所北海道支所 
北村系子 主任研究員 

 

（１）令和 4 年度調査結果の報告 
*資料に沿って事務局から説明 
*委員等からの意見・質疑応答 

○広島幼稚園アンケート調査結果について 
（委 員）アンケート結果を見ると、関係者であっても天然記念物であることの認知度が低い。

市民でも野幌原始林と野幌森林公園を混同する人が多い。保存活用計画の策定に当たっ

て、認知度を高められないか。 
（事務局）認知度の低さや野幌森林公園との混同はこれまでも指摘されていたところで、広

報や周知についても検討したい。 

○ベースマップ作成と森林評価の結果について 
（委 員）天然記念物周辺では人工林として管理されていた場所が多かったが、現在は林道沿
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い以外のほとんどで広葉樹林のほうが優占するようになり、トドマツと広葉樹が混生す

るようになってきているという説明があった。自然林に近い状態に移行しているようで、

よい森林になることが期待できる。 
（委 員）コナラ林や湿生林（ハルニレ・ヤチダモ林）については過去に調査されているのか。

森林群落の多様性については今回の成果といえるのではないか。 
（事務局）湿生林（ハルニレ・ヤチダモ林）についてはこれまでも調査されている。コナラ

林は大谷地など札幌東部のものはよく知られているが、野幌原始林からはこれまで調査

報告はない。 

○大径木調査の結果について 
（委 員）大径木調査はこれまでやられていなかった調査で、貴重なデータで興味深い。実態

をよく反映した結果になっていると思う。2018年の台風でかなり倒木が発生したのを確
認している。調査では、倒木も含めているのか。 

（事務局）トドマツに関しては、古い倒木も含めすべて記録している。広葉樹は、周囲長

150cm 以上のものは枯死したものも記録している。2018 年の台風によると思われる倒
木が多く見られた。 

（委 員）この大径木調査は天然記念物の特性を明らかにするもので、機会があれば冬に追加

の調査するなどして、推定ではない本数の把握があればなおよいと思うので、検討して

いただきたい。 

○トドマツ遺伝分析の結果について 
（委 員）葉緑体遺伝子のマイクロサテライトから推定すると、植栽木から花粉を通じて自生

木と交配していないということでよいか。 
（事務局）調べたものだけに関してはという条件つきだが、そう考えてよい。 
（委 員）遺伝子保存林で植栽されたトドマツが江別産であることを考慮すると、江別・北広

島間では江別から北広島にかけてのトドマツ集団が似通った遺伝的組成であったと理解

してよいか。もしそうであれば、自生木と植栽木間の遺伝子流動を明らかにするのは難

しいのではないか。 
（事務局）今回の結果から推測すると、江別と北広島の集団はほぼ同じ組成だったものがそ

のまま受け継がれていると考えてよいだろう。遺伝子保存林も、植栽林も、自生集団と

遺伝的な違いがあまりないので、それほど心配する必要はないと思われる。ただし、植

栽木から特別天然記念物への遺伝子流動（花粉の流入や種子散布）に関しては、空間的

な手法を使わないとはっきりしたことはいえない。 
 
○野幌原始林の課題について（計画の骨子に向けて） 
*事務局から説明 
*委員等からの意見・質疑応答 
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（委 員）追加指定地で一部抜けたような形になっているところは、湿生林で重要な環境であ

るという説明があった。なぜ、抜けたようになっているのか、今後どうするか見通しを

尋ねたい。 
（事務局）現在の地権者がこのまま所有していきたいという意向を持っている。これまでの

経緯の中で、この土地の開発はしないという意向も確認している。ただ特別天然記念物

と一体的な環境で、影響のある場所と考えていることから、今後も市として安心できる

ような形になるよう進めていきたい。 
（委 員）今回、追加指定地と既指定地の調査をして、追加指定地は過去に伐採の履歴がある

が既指定地と同等のものとして扱うことができ、今後の整備によってよりよいものにな

っていくことがデータからも裏付けられたのではないかと思う。これを生かしてよい計

画を作ってほしい。 
（委 員）来年度からは、計画の実際の内容（具体的にだれが何をしていくのか）について議

論していく必要がある。 
（委 員）野幌原始林についてはトドマツのイメージが強く、捉われていたところがあったの

で、保存活用計画の策定を機会に、どういう価値付けで指定されたのかというところを

市民に理解できるものにする必要がある。 
（委 員）活用については、活用＝観光の風潮があるが、学術的価値という面が特に強い天然

記念物であり、調査研究、市民の環境教育という面が重要である。そういう意味では、

追加指定地の非森林のところの整備に市民が関わることも活用にあたる。そういう観点

からも議論をお願いしたい。また、しっかりと理解するために、環境教育やシンポジウ

ムなどで周知を図ることも必要になると思われる。 
（委 員）先ほど出された認知度が低いという課題と関わることであるが、ボールパーク(BP)
ができると大勢の人が来るようになるので、BPを活用して認知度を高めることもできる。
また、今後 BP の発展によって天然記念物に影響を及ぼす可能性もある。そのため、委
員でなくとも、運営する日本ハム関係者にも検討委員会に出席してもらえるとよいと思

う。 
（事務局）BPによってかつてないほど北広島市に注目が集まっている。その横にこんなに素
晴らしい天然記念物の森があり、また、市民に開放しているレクリエーションの森もあ

り、天然記念物に近いものが残っている。そうしたことを市民に広く周知していくこと

を考えたい。また、委員会設置条例では必要に応じて関係者を呼んで説明を受けること

ができる。BP関係者に出席いただいて一緒に取り組むことも十分可能と考えている。 
 
 


